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広
報

　８月14日、乙部町民会館で成人のつどいが開催され、35人が出席しました。
　式では、新成人を代表して三上祥人さんと麓和貴子さんが「新成人としての
自覚を高め、強い意志と決意を持って人生を切り拓いていきたいです。」と誓
いの言葉を述べました。
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新成人としての決意を持って
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防
災
の
日
は
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）

年
の
こ
の
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
教

訓
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意
味
と
、
こ
の
時

期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味
を
含

め
て
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
今
一
度
、
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
で
、
今
月
は
防
災
特
集
で
す
。
町
の
防

災
へ
の
施
策
と
過
去
の
災
害
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
や
住
民
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
は

　

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
各
自
治
会
町
内
会
で
も
広
報
な
ど
で

そ
れ
ぞ
れ
に
注
意
を
喚
起
す
る
な
ど
、
地

域
住
民
の
防
災
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
平
成
二
十
三
年
度

は
、
海
抜
表
示
標
識
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
が
現
在
住
ん
で
い
る
場

所
や
、
普
段
目
に
し
て
い
る
場
所
の
海
抜

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ざ
と
な
っ
た

時
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
を

常
日
頃
か
ら
意
識
し
て
も
ら
お
う
と
整
備

さ
れ
た
も
の
で
、
各
自
治
会
町
内
会
か
ら

の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
町
内
八
十
二
カ
所

に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
二
月
に
は
自
治
会
町
内
会

連
合
会
主
催
で
、
防
災
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
で
は
、
地
震
発
生
時
の
安

全
な
避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
確
認
す
る
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
を
試
み
迅
速
な
避
難
対
策

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
に
つ
い
て
も
、
各
小
中
学
校
、

自
治
会
町
内
会
単
位
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
の
今
年
の
防
災
関
連
の
事
業
は
、
避

難
路
及
び
避
難
場
所
整
備
と
防
災
資
機
材

等
備
蓄
施
設
を
新
築
し
ま
す
。

　

避
難
路
は
各
自
治
会
町
内
会
と
協
議
し
、

住
民
か
ら
の
声
が
あ
っ
た
想
定
外
の
大
津

波
に
備
え
て
行
き
止
ま
り
の
避
難
路
や
避

難
場
所
の
解
消
と
、
避
難
す
る
場
合
、
複

数
の
避
難
経
路
も
考
慮
し
な
が
ら
、
当
初

は
十
七
カ
所
の
予
定
が
十
九
カ
所
の
整
備

と
な
り
ま
し
た
。

　

防
災
資
機
材
等
備
蓄
施
設
は
、
発
電
機

や
投
光
器
、
土
の
う
や
毛
布
な
ど
の
防
災

資
機
材
が
町
内
の
数
カ
所
の
施
設
に
分

散
し
て
い
る
こ
と
と
、
保
管
し
て
い
る
施

設
が
耐
震
性
に
疑
問
が
あ
る
た
め
に
、
一

カ
所
に
ま
と
め
、
市
街
地
の
高
台
で
海
抜

二
十
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
新
築
す
る
も
の

で
す
。

　

い
ず
れ
も
今
後
順
次
発
注
し
て
、
今
年

度
中
に
は
整
備
が
終
わ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
の
町
の
施
策
と
言

え
ば
、
平
成
五
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震

を
機
に
整
備
し
た
防
災
行
政
無
線
が
あ
り

ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
平
成
八
年
一
月
一

日
に
開
局
。
全
世
帯
に
個
別
受
信
機
を
設

置
し
た
ほ
か
、
町
内
十
九
カ
所
に
屋
外
拡

声
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
設
置
し
て

か
ら
相
当
に
年
数
が
経
過
し
て
い
る
の
で

昨
年
は
役
場
と
消
防
署
の
操
作
卓
の
更
新

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
六
月
か
ら
は
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
運
用
も

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
か
ら
配

信
さ
れ
る
国
民
保
護
情
報
等
を
受
信
し
て

防
災
行
政
無
線
と
連
動
し
放
送
す
る
も
の

で
す
。
町
で
は
、
檜
山
管
内
で
震
度
４
以

上
の
地
震
を
感
じ
た
場
合
、
大
津
波
警
報

や
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
武
力

攻
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
防
災
行
政
無
線
を
通
じ

て
自
動
的
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
南
西
沖
地
震
の
時
に
水
道
管
が

破
裂
し
た
こ
と
を
教
訓
に
整
備
さ
れ
た
の

が
災
害
時
用
水
施
設
「
生
命
の
泉
」
で
、

町
内
に
五
カ
所
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
平
成
五
年
四
月

二
十
日
に
開
港
。
南
西
沖
地
震
の
際
に
は
、

け
が
人
の
搬
送
や
、
北
電
、
道
庁
、
道
警

や
東
京
消
防
庁
が
離
発
着
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。

　

町
を
お
そ
っ
た
過
去
の
災
害
は

　

記
憶
に
新
し
い
も
の
は
、
平
成
五
年
七

月
十
二
日
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

災害は
　忘れた頃にやってくる

9 月 1 日は防災の日
平成 5 年 7 月に発生した北海道南西沖地震で倒壊した国保病院の煙突



　

旧
暦
の
七
月
で
す
か
ら
、
今
で
い
え
ば

八
月
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

当
時
の
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
の
中
に

は
、
山
の
中
腹
ま
で
津
波
で
押
し
上
げ
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
巨
石
、
稲
倉
石

（
豊
浜
）
が
あ
る
ほ
か
、
津
波
で
浜
か
ら

流
さ
れ
た
小
船
が
こ
の
場
所
を
超
え
て
し

ま
っ
た
か
ら
地
名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

場
所
の
橋
の
た
も
と
に
は
今
も
「
船
越
橋
」

と
い
う
看
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。　

　

乙
部
の
災
害
と
い
う
と
こ
れ
ら
を
思
い

浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
他
に
も
、
昭
和
六
十
二
年
八
月
三
十
一

日
か
ら
九
月
一
日
に
か
け
て
の
台
風
12
号

か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
よ
る
災
害
や
、

平
成
七
年
八
月
、
平
成
九
年
八
月
、
平
成

十
年
五
月
の
大
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
、
さ
ら
に
一
昨
年
八
月
十
一
日
か
ら

十
二
日
に
か
け
て
の
大
雨
は
観
測
地
点
で

あ
る
潮
見
で
二
百
三
十
二
・
五
ミ
リ
と
い
う

観
測
史
上
最
大
の
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
て
昨
年
の
町
民

文
化
祭
で
は
、
教
育
委
員
会
特
別
展
示
「
乙

部
の
災
害
」
と
し
て
詳
し
い
展
示
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。　

　

日
頃
か
ら
の
備
え
を

　

今
回
は
防
災
の
日
と
い
う
こ
と
で
防
災

の
特
集
と
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
役
場
す
ら
な
く

〔 3 〕

防災行政無線を使って全国一斉の緊急情報の伝達試験が行われます。
　乙部町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ
－アラート）から送られてくる国からの緊急情報を、確実に皆様へ伝えるため、緊
急情報伝達手段の試験を行います。
　町内 19 箇所に設置してある屋外拡声器と各家庭に設置してある戸別受信機から、
次の放送内容が一斉に放送されます。

日時　９月 12日（水）午前 10 時頃と午前 10 時 30 分頃の 2回
放送内容　「これは、試験放送です。これは、試験放送です。これは、試験放送です。
　　　　　こちらは防災おとべです。」最後に防災行政無線のチャイムがなります。

　

こ
の
地
震
で
は
震
源
地
に
近
い
奥
尻
を

は
じ
め
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

死
者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
二
百
人
以

上
を
出
し
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
乙
部
町
で
は
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
の
全
半
壊
や
農
林

水
産
業
施
設
、
道
路
等
に
三
十
億
円
を
超

え
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

少
し
さ
か
の
ぼ
る
と
、
一
九
六
二
（
昭

和
三
十
七
）
年
の
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
の
山
津

波
事
故
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
、
仕
事
の
関
係
で
バ
ス
に
乗
っ
て

い
て
生
き
残
っ
た
方
の
ひ
と
り
（
八
十
歳

の
男
性
）
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
バ
ス

が
山
津
波
に
よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
、
中
に

海
水
が
入
っ
て
き
て
何
度
か
塩
水
を
飲
ん

だ
時
、
苦
し
く
て
苦
し
く
て
死
ぬ
か
と
思
っ

た
が
、
次
の
瞬
間
何
か
の
は
ず
み
で
バ
ス

か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
、
熊
石
側
に
何
人

か
で
向
か
っ
た
。」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
を
見
る
と
、「
函
館
バ
ス
が

山
津
波
に
飲
ま
れ
、
死
者
十
一
人
、
行
方

不
明
者
三
人
、
重
軽
傷
者
十
四
人
の
大
惨

事
」
と
あ
り
ま
す
。

　

乙
部
音
頭
を
作
曲
し
た
菅
原
憲
明
さ
ん

が
昭
和
四
十
四
年
に
出
版
し
た
作
品
集
「
楡

の
木
」
に
は
「
鮪
の
岬
悲
歌
」
と
い
う
歌

が
の
っ
て
い
ま
す
。
作
詞
は
鈴
木
誠
さ
ん

と
な
っ
て
い
て
、
山
津
波
の
こ
と
を
歌
っ

た
も
の
で
す
。
説
明
に
は
「
あ
れ
か
ら
七

年
過
ぎ
た
今
も
、
バ
ス
と
行
方
不
明
者
の

三
人
は
、
海
底
の
泥
中
深
く
埋
も
れ
た
ま

ま
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
半
世
紀
た
っ
た
今
も
、
命
日

に
は
遺
族
の
方
々
が
慰
霊
碑
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
十
月
十
七
日
で
事
故
か
ら
ち
ょ

う
ど
五
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
さ
か
の
ぼ
り
、
聞
き
伝
え
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
寛
保
の
津
波

が
あ
り
ま
す
。

　

乙
部
町
史
下
巻
第
十
一
編
第
三
章
の
災

害
を
見
る
と
、
今
か
ら
二
百
七
十
一
年
前

の
一
七
四
一
（
寛
保
元
）
年
七
月
十
九
日

の
大
島
の
噴
火
に
よ
る
大
津
波
で
は
乙
部

村
の
死
者
は
四
百
十
人
と
あ
り
ま
す
。

な
っ
て
い
る
町
も
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が

災
害
時
に
ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
を

考
え
て
、
備
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

各
家
庭
で
も
日
頃
か
ら
災
害
に
つ
い
て

の
心
構
え
を
十
分
に
話
し
合
っ
て
お
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
た
い
も
の
で
す
。

豊浜の海岸線から約１㎞の山にある稲倉石
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第
二
十
八
回
元
和
台
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
真

夏
の
暑
さ
と
な
っ
た
七
月
二
十
九
日
、
元
和
台
海
浜
公
園

で
開
催
さ
れ
、
乙
部
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う

と
、
町
内
外
か
ら
約
三
千
九
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

海
の
プ
ー
ル
は
北
海
道
で
は
一
カ
所
だ
け
環
境
省
の
快

水
浴
場
百
選
に
選
ば
れ
て
い
て
、
衛
生
面
と
安
全
面
は
特

に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
夏
休
み
の
子
ど
も
連

れ
な
ど
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ス
イ
カ
割
り
や
水
上
ゴ
ザ
走
り
、

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
大
会
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
や
観
客
か
ら
大
き
な

歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
の
プ
ー
ル
の
一
番
の
目
玉
で
あ
る
ウ
ニ･

ツ

ブ･

ホ
タ
テ
の
つ
か
み

取
り
体
験
は
、
子
ど
も

た
ち
が
大
喜
び
で
両
手

に
つ
か
ん
で
い
る
姿
が

見
ら
れ
、
日
頃
な
か
な

か
で
き
な
い
体
験
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
景

品
券
入
り
も
ち
ま
き

は
、
乙
部
の
特
産
品
が

当
た
る
と
大
人
気
で
、

会
場
は
黒
山
の
人
だ
か

り
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 元

和
台
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り
が
、
夏
休
み
の
子
ど
も
達

や
家
族
、
帰
省
客
ら
で
に
ぎ
わ
う
八
月
十
四
日
、
元
和
台

海
浜
公
園
海
の
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
カ
ラ
ッ
と
し
た
、
ま
さ
に
北
海
道
の
夏
で
、
来

場
者
は
一
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

ウ
ニ･

ツ
ブ
・
ホ
タ
テ
の
放
流
を
皮
切
り
に
、
氷
上
か

き
氷
早
食
い
大
会
、
ビ
ー
チ
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
大
き
な
歓
声
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

か
き
氷
の
早
食
い
は
、
足
の
冷
た
さ
と
、
突
然
襲
わ
れ

る
頭
痛
と
の
た
た
か
い
で
、
リ
タ
イ
ア
す
る
子
が
続
出
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ー
チ
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
本
州
か

ら
の
帰
省
客
や
、
函
館
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い
る
と
い

う
人
な
ど
十
人
が
参

加
。
水
着
の
紹
介
や

ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
続
き
、

審
査
員
へ
の
決
め
の

ポ
ー
ズ
を
求
め
ら
れ
、

笑
い
を
呼
ん
だ
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

　

夏
真
っ
盛
り
の
海

の
プ
ー
ル
で
、
夏
休

み
終
盤
の
子
ど
も
達

や
、
短
い
夏
休
み
を

満
喫
し
て
い
る
大
人

も
、
と
て
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り

夏
は
や
っ
ぱ
り
海
の
ぷ
ー
る
で
！

勢ぞろい

ダッタン漂流記レース

ビーチクイーンコンテスト
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第
三
十
九
回
お
と
べ
温
泉
＆
産
業
ま
つ
り
が
八
月
五
日
、

乙
部
温
泉
郷
で
開
催
さ
れ
約
三
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

千
人
踊
り
パ
レ
ー
ド
を
皮
切
り
に
、
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み

や
景
品
券
入
り
も
ち
ま
き
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
で
訪
れ
た
、
歌
手
の
暁
月
め
ぐ
み
さ
ん
は
、

平
成
二
年
に
乙
部
町
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の

優
勝
者
で
、
縁
の
あ
る
町
で
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
、
会
場

と
一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
大
人
気
の
イ
カ
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
子

ど
も
達
が
大
は
し
ゃ
ぎ
で
イ
カ
を
追
い
か
け
て
、
つ
か
ん

だ
と
た
ん
イ
カ
に
墨
や
水
を
か
け
ら
れ
て
泣
い
て
し
ま
う

子
も
。

　

会
場
に
出
店
し
た

地
場
産
品
の
特
売
で

は
、
格
安
で
販
売
さ

れ
た
海
産
物
や
農
産

物
に
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
こ
い
の

湯
、
光
林
荘
、
Ａ
Ｃ

Ｃ
ホ
テ
ル
が
温
泉
の

無
料
開
放
を
行
い
、

大
勢
の
お
客
さ
ん
が

詰
め
か
け
て
い
ま
し

た
。 お

と
べ
温
泉
＆
産
業
ま
つ
り

　

第
二
十
四
回
乙
部
町
ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お
ど
り
・
花
火

大
会
が
八
月
十
四
日
、
乙
部
漁
港
中
央
埠
頭
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

イ
カ
釣
り
漁
船
が
会
場
を
明
る
く
照
ら
す
中
、
山
車
六

台
が
集
ま
り
、
会
場
は
お
祭
ム
ー
ド
一
色
に
。

　

寺
島
三
姉
妹
の
民
謡
シ
ョ
ー
で
北
海
盆
歌
や
道
南
ナ
ッ

ト
節
な
ど
、
盆
お
ど
り
の
定
番
曲
を
披
露
す
る
と
、
来
場

者
は
や
ぐ
ら
を
囲
み
、
二
重
、
三
重
の
輪
を
作
っ
て
盆
お

ど
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

間
近
で
迫
力
の
あ
る
花
火
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
好

評
の
花
火
大
会
は
、
約
二
千
八
百
発
の
花
火
が
乙
部
の
夏

の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

町
内
外
の
企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
金
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
帰
省
さ

れ
た
皆
さ
ん
が

も
っ
と
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
も
の

の
一
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

会
場
で
は
「
久

し
ぶ
り
だ
ね
、
元

気
だ
っ
た
？
」
な

ど
と
、
再
会
を
喜

ぶ
声
が
聞
か
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
が

ふ
る
さ
と
の
夏
を

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。 ふ

れ
あ
い
交
流
盆
お
ど
り
・
花
火
大
会

夏
と
い
え
ば
笑
顔
で
盆
お
ど
り
！

乙部の夏
　ふるさとの夏を彩るイベント

会場を盛り上げた暁月めぐみさん

やぐらを囲んで盆おどり
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お父さん＝

　　　　　　森山　祐樹さん

お母さん＝

　　　　　　　　ひとみさん

わたしは

　 ２歳１ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

女の子だったらメイにしよう

と決めていました。

両親の願い＝

人の気持ちを考え行動できる

子に育ってほしいです。

お父さん＝
　　　　　水上　敏貴さん

お母さん＝
　　　　　　　　貴子さん

わたしは
２歳１ヶ月の女の子です。

名前の由来＝
お父さんの好きな咲という字
を使い、女の子らしいイメー
ジでつけました。
両親の願い＝
明るく元気な女の子に育って
欲しいです。

森山　芽依ちゃん

（館　浦）
水上　明咲ちゃん

（館　浦）

わが家のアイドル

めいさ め　い

　

（１）高齢者の人口割合
平成 23 年度の乙部町の総人口　4,383 人　
65 歳以上高齢者の人口 1,527 人（全体の約４割近い）
○年々割合が増加しています。若い年齢層が減ってい
る事が影響しています。
（２）高齢者の家族構成
平成 22 年国勢調査では　高齢者のいる世帯　1,009
世帯のうち
　　一人暮らし　　　約３割
　　高齢者のみ世帯　約３割
　　半数以上が高齢者のみで暮らしています。
（３）要介護認定を受けている割合
要介護認定を受けている高齢者の割合は約２割です。
そのうち　　
　自宅でのサービスを受けている人の割合　５割
　施設に入所している人　　　　　　　　　３割
　認定を受けたが未利用　　　　　　　　　２割

地域で高齢者を支える・・・
　若い働き盛りの人が少なく、高齢者の姿が目立つよ
うになったのは、普段の生活で十分感じている事と思
います。介護保険だけで高齢者の生活を支える事は出
来ません。地域で声かけ見守り、生活のお手伝いが支

乙部町地域包括支援センターからのお知らせ
こんにちは　保健師です

　夏の帰省にて遠方で暮らしている子供達も久しぶりに実家に帰り、親の元気な様子に安心して帰ったでしょう
か。それとも親の老いを感じ、案じながらだったでしょうか。それぞれ感じながらだったと思います。まずは、
乙部町の高齢者の状況をまとめました。

えとなります。でも気持ちがあってもどうしたらよい
か分からない方もいると思います。そんな方のために
10 月から勉強会を３回シリーズで行う事としました。

乙部町ボランティア研修会を行います
　この研修会で、高齢者を理解しお手伝いするための
こつを学びます。
（日程）第１回目　10月３日（水）午後１時～５時
　　　　第２回目　10月17日（水)　　　〃
　　　　第３回目　10月31日（水)　　　〃
（会場）　生きがい交流センター
（内容）　広報おとべ今月号にチラシが折り込みに
　　　　　なっています。

お達者健診実施中です
　65 歳以上の方へ介護予防のための問診を郵送で
送っています。
　9 月は滝瀬方面の方に郵送します。届きましたら記
入され返送をお願いします。

お問い合わせ
乙部町地域包括支援センター　（ケアセンターおとべ）
☎ 62-5845
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日 月 火 水 木 金 土
／ ／ ／ ／ ／ ／ １

₂ ₃ ₄ ₅ ₆ ₇ ₈
休日当番医
半澤医院
昆虫採集教室

（町館 午前 9 時～） 

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後１時～） 

特定健診
（町館 午前 6 時～） 

特定健診
 （ゆ里 午前 6 時～）
特定健診
 （栄ふ 午前 8 時～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～） 
ウォーキング講座（講習会あり）

（町体午後５時 30 分～） 

₉ 10 11 12 13 14 15
休日当番医
道立江差病院

おたっしゃ体操教室
（ゆ里  午後1時30分～）
ぴよぴよ広場

（町体 午前10時～）
麻しん風しん予防接種（1 歳児対象）

（国保 午後１時～）
BCG 予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
檜山圏域障害者総合相談支援　めい巡回相談

（ケア 午前10時～）

第 3 回町議会定例会
（乙役 午前10時～）
リハビリ特診

（国保 午後１時 30 分～）
サロン「はなとよ」

（豊セ 午後 1 時～） 
赤ちゃん相談・赤ちゃん健診

（ケア 午後 1 時～）

健康相談
（千研 正午～）

16 17 18 19 20 21 22
休日当番医
乙部町国保病院

休日当番医
厚沢部町国保病院

健康相談
（ゆ里 午後１時 30 分～）

ぴよぴよ広場・
ひよこサークル合同

（消セ 午前10時～）
ふれあいサロン

（姫ふ 午後１時 30 分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

休日当番医
道立江差病院

23 24 25 26 27 28 29
休日当番医
佐々木病院
縁桂森林フェスティバル

（縁桂 午前10時～）

ミニひよこサーク
ル・MAMA　FIT

（交流 午前10時～）

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）
肺炎球菌ワクチ
ン予防接種

（国保 午後１時～）

1 歳 6 か月、3 歳児健診
（交流 午後１時～）
おたっしゃ体操教室

（元交  午後 1 時 30 分～）

リハビリ特診
（国保 午後１時 30 分～）
献　血

（午前 10 時～）

男のためのお達者教室（体操）
（ケア 午後１時 30 分～）
健康相談

（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜） 

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分〜）

30 ／ ／ ／ ／ ／
休日当番医
上ノ国診療所
公民館講座「おとべ学」
秋の植物編見学会

（乙公 午前 9 時 30 分〜） 

10
₁

10
₂

9月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

( つ保 ) つくし保育園
( 国保 ) 国保病院
( 町体 ) 町民体育館
( ケア ) ケアセンターおとべ
( 千研 ) 千岱野研修会館
( 町館 ) 町民会館

( 交流 ) 生きがい交流センター
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター
( 江保 ) 江差保健所
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館

（豊セ）とよはま地区センター

（元交）元和交遊館
（栄ふ）栄浜ふれあいセンター
（消セ）消防コミュニティセンター
（縁桂）縁桂森林公園
（乙公）公民館　　

10
₃

10
₄

10
₅

10
₆

₈
26

₈
27

₈
28

₈
29

₈
30

₈
31
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七
月
二
十
六
日
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ

オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
が

開
催
さ
れ
、
夏
休
み
の
初
日
を
迎

え
た
小
中
学
生
を
始
め
、
町
内
外

か
ら
千
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集

ま
り
、
朝
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
通

し
た
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
ま
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
ラ
ジ
オ
生
放

送
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
は
、
昭
和

五
十
五
年
に
開
催
さ
れ
て
以
来
で
、

参
加
者
の
中
に
は
三
十
二
年
前
の

ラ
ジ
オ
体
操
会
の
思
い
出
を
懐
か

し
そ
う
に
話
す
人
も
お
り
、
ラ
ジ

オ
体
操
を
通
し
て
爽
や
か
な
汗
を

流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
実
施
し
た
ラ

ジ
オ
体
操
講
習
会
で
は
、
体
操
指

導
の
多
胡
肇
先
生
と
ピ
ア
ノ
奏
者

の
加
藤
由
美
子
先
生
を
講
師
に
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
動
き
の
意
味
と
効

果
的
な
体
操
方
法
に
つ
い
て
じ
っ

く
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変

素
晴
ら
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
と
な

り
ま
し
た
。

朝
か
ら
皆
で
健
康
づ
く
り

～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
ラ
ジ
オ
生
放
送
ラ
ジ
オ
体
操
会
～

元気に体操「いち・に・さん !!」

ラジオ体操講習会も実施しました

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第270号

第
二
十
二
回
乙
部
町

  

児
童
生
徒
水
泳
競
技
大
会

　

小
六　

松
原
海
里 

15
秒
37

（
大
会
新
記
録
）

五
十
㍍
自
由
形

　

中
一　

荒
木　

祥
経　

41
秒
96

　

中
三　

荒
木　

泰
樹　

34
秒
48

百
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ａ　

1
分
22
秒
92

百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ａ　

1
分
27
秒
17

（
大
会
新
記
録
）

【
女
子
】

十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
一　

矢
口　

麻
湖　

25
秒
27

　

小
二　

寺
島　
　

愛　

22
秒
68

二
十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
三　

佐
々
木
真
生　

29
秒
51

二
十
五
㍍
平
泳
ぎ

　

小
四　

西
村　

芽
依　

28
秒
73

　

小
五　

伊
藤
さ
く
ら　

27
秒
76

　

小
六　

早
川　

幸
歩　

27
秒
70

五
十
㍍
平
泳
ぎ

　

中
一　

奥
村　

愛
香　

53
秒
65

　

中
二　

八
木　

静
楓　

47
秒
32

　

中
三　

松
原　

雛
海　

43
秒
31

二
十
五
㍍
背
泳
ぎ

　

小
四　

西
村　

芽
依　

24
秒
18

　

小
五　

伊
藤
さ
く
ら　

25
秒
35

　

小
六　

早
川　

幸
歩　

28
秒
08

五
十
㍍
背
泳
ぎ

　

中
一　

紺
野　

優
佳　

48
秒
87

　

中
二　

八
木　

静
楓　

38
秒
17

　

中
三　

松
原　

雛
海　

34
秒
18

（
大
会
新
記
録
）

二
十
五
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　

小
全　

西
村　

芽
依　

25
秒
61

　

中
全　

松
原　

雛
海　

15
秒
31

（
大
会
新
記
録
）

二
十
五
㍍
自
由
形

　

小
三　

西
村　

郁
美　

30
秒
08

　

小
四　

西
村　

芽
依　

21
秒
48

　

小
五　

伊
藤
さ
く
ら　

20
秒
10

　

小
六　

丸
谷　

優
依　

22
秒
57

五
十
㍍
自
由
形

　

中
一　

久
末　

奈
実　

42
秒
31

　

中
二　

八
木　

静
楓　

35
秒
71

　

中
三　

松
原　

雛
海　

32
秒
17

（
大
会
新
記
録
）

百
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小 

1
分
30
秒
17

　

中
全　

乙
部
中 

1
分
09
秒
91

百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小 

1
分
38
秒
60

　

中
全　

乙
部
中 

1
分
15
秒
59

【
男
女
混
合
】

百
五
十
㍍
新
三
種
混
合
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ａ　

3
分
22
秒
73

　

七
月
二
十
三
日
、
町
民
プ
ー
ル
に

お
い
て
児
童
生
徒
水
泳
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
出
場
選
手
が
日
頃
の
練

習
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。当
日
は
、

大
会
新
記
録
が
団
体
一
種
目
、
個
人

七
種
目
で
誕
生
し
、
会
場
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。結
果
は
次
の
通
り
。

（
各
一
位
の
み
）

【
男
子
】

十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
一　

石
山　

壮
太　

22
秒
38

　

小
二　

佐
々
木
悠
椰　

24
秒
11

二
十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
三　

井
田　
　

樹　

26
秒
21

二
十
五
㍍
平
泳
ぎ

　

小
四　

能
代　

一
太　

32
秒
39

　

小
五　

小
林　

亮
太　

25
秒
20

　

小
六　

松
原　

海
里　

20
秒
90

（
大
会
新
記
録
）

五
十
㍍
平
泳
ぎ

　

中
一　

荒
木　

祥
経　

49
秒
24

　

中
三　

荒
木　

泰
樹　

47
秒
19

二
十
五
㍍
背
泳
ぎ

　

小
四　

能
代　

一
太　

35
秒
43

　

小
五　

小
林　

亮
太　

22
秒
44

　

小
六　

松
原　

海
里　

18
秒
32

（
大
会
新
記
録
）

五
十
㍍
背
泳
ぎ

　

中
一　

荒
木　

祥
経　

50
秒
30

　

中
三　

荒
木　

泰
樹　

42
秒
39

二
十
五
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　

小
全　

松
原　

海
里　

18
秒
52

（
大
会
新
記
録
）

　

中
全　

荒
木　

泰
樹　

16
秒
77

二
十
五
㍍
自
由
形

　

小
三　

井
田　
　

樹　

25
秒
08

　

小
四　

能
代　

一
太　

24
秒
63

　

小
五　

小
林　

亮
太　

18
秒
63

最後まで頑張って泳ぎました

勢い良く飛込む選手
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『通学路の安全確保に向けた

合同点検を実施しました』

二
十
歳
の
門
出
を
祝
福

 
～
乙
部
町
成
人
の
つ
ど
い
～

　

八
月
十
四
日
、
町
民
会
館
に

お
い
て
成
人
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
、
町
内
在
住
者
の
ほ
か
、

帰
省
者
を
合
わ
せ
た
三
十
五
名

の
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し

ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
、
郷

土
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
町
内

視
察
で
は
、
ナ
マ
コ
の
養
殖
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
契
約
栽
培
な

ど
、
先
進
的
に
取
り
組
む
産
業

の
様
子
を
視
察
し
た
後
、
母
校

の
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
式
典
で
は
、
寺
島

町
長
を
は
じ
め
、
議
会
議
員
や

自
治
会
長
な
ど
の
関
係
者
が
臨

席
し
、
寺
島
町
長
と
阿
部
議
会

議
長
か
ら
「
ふ
る
里
を
愛
し
、

情
熱
と
英
知
を
持
っ
て
人
生
を

切
り
拓
い
て
下
さ
い
。」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代

表
し
て
、
三
上
祥
人
さ
ん
と
麓

和
貴
子
さ
ん
が
「
強
い
意
志
と

決
意
を
持
っ
て
努
力
し
ま
す
。」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。

　

式
典
後
の
交
歓
会
で
は
、
中

学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま
る
友

人
達
と
の
会
話
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

～ 図書室の新刊おすすめ紹介 ～
【一般向け】　　　　　　　　　　　　　　　　
●ナペトロ　　　　　　　　　　　　　（今野　　敏）
●ロスジェネの逆襲　　　　　　　　　（池井戸　潤）
●骸骨を乞う　　　　　　　　　　　　（雪乃　紗衣）
● ユ リ ゴ コ ロ　　　　　　　　　（ 沼 田 ま ほ か る ）
●ラグジュアリーな恋人　　　　　　　（日向　唯絺）
●悩むが花　　　　　　　　　　　　　（伊集院　静）
●消費税は民意を問うべし　　　　　　（小室　直樹）
●いい言葉が、心を掃除する　　　　（ひろ　さちえ）
●「国の借金」アッと驚く新常識　　　（廣宮　孝信）
●認知症は水で治る！　　　　　　　（田原総一朗）
● 太 ら な い お や つ、 き れ い に な る デ ザ ー ト（ 松 尾 み ゆ き ）

【幼児・児童向け】
●テーブルマナーの絵本　　　　　　　（髙野　紀子）
●ちょっとだけタイムスリップ　　　　（花田　鳩子）
● ひ み つ の 図 鑑　　　　　　　　　　　（ 学 研 ）
●ぐんぐんのびる東京スカイツリー　　（青山　邦彦）
●おしいれのぼうけん　　　　　　（ふるた　たるひ）
●まわるおすし　　　　　　　　　　（長谷川　義史）
●だれ～だ？　　　　　　　　（ふじわら　こういち）
●ぺんちゃんのかきごおり　　　（おおい　じゅんこ）
●動物と話せる少女リリアーネ３～５（タニヤ ･ シュテーブナー）

皆さまのご来室をお待ちしています♪

体
力
づ
く
り
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　教育委員会では、全国各地で登校中の児童等が犠牲と
なる痛ましい交通事故が相次いで発生したことから、通
学路の安全確保に関する調査を行い、７月 17 日に滝瀬・
元町間の通学路合同点検を実施しました。
　合同点検は、開発局や警察、自治会、小学校、ＰＴＡ
などの関係機関と連携して実施し、風が強く児童が飛ば
されそうになった事例や、自動車事故も発生している現
状について協議した結果、安全確保に向けた対策が必要
であると確認され、道路管理者である開発局へ手すりや
ガードレールの設置などについて改めて要望しました。
　教育委員会では、これからも通学路の安全確保に向け
て努めてまいりま
すので、皆さまも
通学中の子ども達
への目配りや自動
車の安全運転など
のご協力をお願い
致します。

誓いのことばを述べる新成人

久しぶりの再会に会話が弾みました

　

七
月
十
九
日
、
と
よ
は
ま
地

区
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
毎
月
、
各
地
区
で
開
催
し

て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
に

加
え
、
こ
の
日
は
函
館
市
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
招
き
、
体
力
づ
く
り
に
効
果

的
な
歩
き
方
や
、
一
日
に
必
要

な
運
動
量
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
践

し
ま
し
た
。

　

参
加
者

は
、
普
段

よ
り
強
度

の
あ
る
歩

き
方
で
、

い
つ
も
よ

り
た
く
さ

ん
の
汗
を

か
い
て
い

る
様
で
し

た
。

効果的な歩き方を学びました

　

今
年
も
檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
が
開
幕
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
目
的
に
管
内

各
町
で
九
種
目
の
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
部
】

七
月
十
九
日
（
上
ノ
国
町
）

　

第
三
位　

乙
部
町
ゆ
り
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
開
幕

通学路合同点検の様子
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

国民年金保険料の納め忘れはありませんか

　

九
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
９
月
６
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

▽
９
月
25
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

人材開発センター 9 月実施事業

　国民年金は、老後の生活や障害、死亡などもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続くと、将来の
年金を受け取ることができなくなりるばかりか、障害年金や遺族年金を受け取れない場合があります。
　もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！（納期は翌月末です。納期から２年を経過
すると時効により収められなくなります。）

　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。
　納付が困難な方は役場の年金係で手続きを行ってください。

　保険料免除などの承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がない期間は除かれます。）は、老後に年金を受け
取るための資格期間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。
　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係なく免除される特例もあります。

☆お問い合わせは・・・役場町民課年金係（電話 62-2311）☆

○フラダンス教室
※ハワイアンリズムによるフラダンスで運動不足とストレス解消をしませんか。
日　　程　　9月8日（土）・15日（土）・29日（土）　
時　　間　　13：00～15：00
定　　員　　20名
受 講 料　　1,000円
申込締切　　実施日の前日まで
○ヨガ教室
※呼吸法を用いて全身を動かし、運動不足とストレス解消。
日　　程　　9月8日（土）・15日（土）・29日（土）
時　　間　　10：00～12：00
定　　員　　10名
受 講 料　　1,500円
申込締切　　実施日の前日まで
○社交ダンス教室
※初心者から経験者まで気軽にダンスが楽しめます。
日　　程　9月9日（日）・23日（日）　
時　　間　13：00～16：00
定　　員　10名
受 講 料　2,000円
申込締切　各実施日前の金曜日まで
〔職業講習のご案内〕
○刈払機取扱作業者安全衛生教育
日　　程　9月14日（金）1日6時間
時　　間　9:00～16:00（昼休１時間）※1日間受講して講習終了となります。
定　　員　30名
受 講 料　一般：5,000円　　会員：4,000円
申込締切　9月7日（木）まで
内 容 等　　刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育です。
問い合わせ・申込：桧山地域人材開発センター運営協議会“まなびっく”電話 52-0160　

清掃センターからのお知らせ
　近頃、ごみ収集中の作業員が、ごみ箱内に巣を作ったハチに刺さ
れる事故が各町で発生しております。
　今後、秋にかけてハチの巣作りで数が増えることが予想され、状
況によっては重大な事故を招くおそれもあります。
　特に木製で密閉性の高いごみ箱を設置されているご家庭では、ハ
チが巣を作ることのないよう注意していただくとともに、可能であ
ればごみ箱の側面を金網等に替えるなど安全対策にも配慮してい
ただきますようお願いいたします。

男のお達者体操教室（第３回）
　今年３回目のお知らせになります、スポーツの秋
ですね！この機会に体力づくりをはじめませんか？

日　時　９月 28 日（水）午後 1:30 ～ 3:00
場　所　ケアセンターおとべ（乙部国保病院手前）
講　師　高橋理学療法士
乙部町地域包括支援センター 62-5845（担当　町中）

国民年金保険料の納付が困難なときは

納付が困難なときは 30 歳未満の方は 学生の方は
保険料免除制度 若年者納付猶予制度 学生納付特例制度

　本人・世帯主・配偶者の前年所得（１
月から６月までに申請される場合は前々
年所得）が一定額以下の場合には、申請
により保険料の納付が全額免除または一
部納付（３/4、1/2、1/4）になります。

　30 歳未満の方で本人・配偶者の前年
所得（１月から６月までに申請される
場合は前々年所得）が一定額以下の場
合には、申請により保険料の納付が猶
予されます。

　学生の方で本人の前年所得（１月
から３月までに申請される場合は
前々年所得）が一定額以下の場合に
は、申請により保険料の納付が猶予
されます。



循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　13日・　27日
午後　12日・　28日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　5日・　19日・　26日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 21日

〔11〕

外来診療体制
9 月の診療予定です 消化器内科：田

た べ や

邉谷 徹
て つ や

也医師
　7 月から消化器科で診療させて頂きます田邉谷徹
也です。前任地は札幌医科大学附属病院の第一内
科です。道立病院には出張医として何度も来させ
ていただいておりましたので、お会いしたことが
あるスタッフの方も多くいらっしゃるので、安心
して赴任させて頂きました。医者 5 年目を迎えま
すが、まだまだ若輩の身です。診療にあたっては
慎重に幅広く対応させて頂きたいと思います。江
差町の夏はとりわけ活気溢れる時期と伺っておりますので、町全体から
パワーをもらいながら仕事に励んでいきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

熱中症について 2
　対処法は、すぐに運動を中止して、木陰などの
涼しい場所に移動し、扇風機や団扇などで風を送っ
てあげ、十分な水分補給をします。意識がおかし
くなるような重症の場合は直ちに病院へ運んで下さい。軽い症状から重
い症状へと症状が進行することもありますが、きわめて短時間で急速に
重症となることもあります。熱中症で命を落とすこともありますから侮っ
てはいけません。十分にその危険性を認識しておくことが必要です。熱
中症は、『根性』では克服できないので決して無理をしない、させないよ
うにしましょう。屋内で過ごしていても熱中症が起こる可能性はありま
す。ゆっくりと進行するため自覚しにくいといいますが、水分補給がポ
イントです。

看護職員募集のお知らせ
　看護職員を募集しております。詳しくは、総看護師長まで、電話 52-
0036（内線 202）藍

あいば

葉（離職した方でも、正職員として再就職可能です。）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

平成 25 年度檜山広域行政組合消防職員採用試験実施要項

新任医師紹介（7 月から変わりました）

１．採用する職種及び消防署、予定人員及び受験資格等と試験項目
（１）職種及び消防署、採用予定人員並びに資格

職　種   条件等 一　般　消　防　士 救　急　救　命　士

採 用 予 定 消 防 署 奥尻消防署　 １名
乙部消防署　 １名（※乙部消防署は、一般消防士又は救急救命士を１名採用予定）

今 金 消 防 署　 　１名
せたな消防署　 　２名

年　 齢　 条　 件
（消防署により年齢
条件に、違いがあり
ます。）

【奥尻消防署 】
平成元年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方

【今金消防署】
平成３年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方

【せたな消防署 】
平成元年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方

【乙部消防署】
　 ［一般消防士 ］　昭和 63 年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方
　 [ 救急救命士 ]　昭和 63 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方

資 格 要 件 ○普通自動車第１種免許取得者若しくは取得見込者
○救急救命士受験の方は、免許取得者若しくは平成 25 年５月までに取得見込みの方

身 体 的 条 件 ○おおむね身長 165cm 以上、体重 52kg 以上
○視力両眼（矯正視力を含む）で 0.7 以上かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上、色覚正常で心身健全な方。

試験区分 職　　種 試験時間 一　　般　　消　　防　　士 救急救命士

一
次
試
験

教養試験 9：00 ～ 11:00
【２時間 (40 問 )】

○生年月日により受ける問題が異なります
・高校卒業程度：平成３年４月２日以降に生まれた方
・大学卒業程度：平成３年４月１日以前に生まれた方

作文試験 1:10 ～ 12:10【１時間】 一般消防士、救命士とも同一課題 同　　左
二
次
試
験

（一次試験合格者）
面接試験・体力試験
　　【※採用予定消防署において実施します（日程は別途連絡）】

同　　左

（２）採用予定年月日　　①一般消防士：平成25年４月１日　②救急救命士：平成25年５月１日（免許取得者は４/１採用予定）
２．試　験　日　程　（１）試験日：平成２４年１０月２０日（土）　（２）会　場：江差町文化会館（江差町字茂尻町７１）

３．募　集　期　間　　平成24年９月10日(月）～平成24年10月２日（火） 午後５時15分まで
４．申 込 先 ・ 方 法　　○申込先（１）檜山広域行政組合消防本部　 　52-3026　（２）乙部消防署　62-2114　
○申込方法（１） 申込先の檜山広域行政組合消防本部及び各消防署（支署）に備付の「申込書」及び「受験票」に必要事項を記入の上、写真を貼付し、
申込先に期日までに提出して下さい。（※郵送の場合は10月２日【火】までの消印のあるものを有効とします。）
（２） 申込書は檜山広域行政組合のホームページからもダウンロードできます。【URL：www.hiyama.or.jp】
※受験票を返送しますので、返信用の封筒（長形４号に80円切手を貼って、郵便番号・住所・氏名を記入したもの）を同封して提出して下さい。
５．その他
（１）試験会場には30分前までにお集まり下さい。（２）受験票は受験番号を記入し、返信封筒にて送付しますので、試験当日に持参して下さい。
（３）一次試験の終了予定時間は、12時10分です。（昼食の準備は必要ありません）（４）試験実施に関する問合せ先

檜山広域行政組合消防本部庶務課庶務係　（電話0139-52-3026）  （平日の午前８時30分～午後５時15分）
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さ
て
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日
発
行
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本

経
済
新
聞
に
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ま
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。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝７月末現在＝

世帯数　1,971（－５）〈－14〉
人　口　4,292（－13）〈－30〉
　男　　1,968（－５）〈－18〉
　女　　2,324（－８）〈－12〉

  （ ）内は前月との比較増減
　〈 〉内は3月末からの累計増減

ふ
る
さ
と
の
お
年
寄
り
に

　
　
　
　

  

心
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

東
京
お
と
べ
会
（
菊
池
優
輝
夫

会
長
・
会
員
三
百
九
十
七
人
）
と

さ
っ
ぽ
ろ
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長
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八
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養
護
老
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櫻
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「
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べ
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と
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。

　

ま
た
、
東
京
お
と
べ
会
で
は
会

員
の
方
か
ら
の
寄
付
金
で
、
毎
年

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
前
の
花
壇
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
花
の
苗
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

し
、
盆
お
ど
り
・
花
火
大
会
に

も
、
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
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る
さ
と
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方
々
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郷
を

９月は国民健康保険税・固定資産税第３期の納期限です。
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式
で
は
、
戦
没
者
の
氏
名
が
奉

読
さ
れ
た
後
、
甲
谷
弘
之
実
行
委

員
長
の
式
辞
、
寺
島
町
長
を
初
め

と
す
る
来
賓
か
ら
追
悼
の
辞
が
述

べ
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れ
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者
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で
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を
落
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方
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平
和
を
誓
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し

た
。

○献血にご協力下さい○
　９月 27 日（木）、移動献血車「ひまわり号」が来町いたします。
　現在の全国的な血液不足の状況をふまえ、一人でも多くの
方々のご協力をお願いいたします。

日時  ９月 27 （木）

※当日の状況により、各会場への到着時間が、多少遅れる場合があります。

時　　　　間 場　　　　所
１０：００～１２：００ 役 場 横 駐 車 場
１３：１５～１３：４５ 乙 部 町 民 体 育 館 前 駐 車 場
１４：００～１５：００ 消 防 署 前 駐 車 場
１５：１５～１５：４５ ひ や ま 漁 業 協 同 組 合 前
１６：００～１７：００ ケ ア セ ン タ ー お と べ 前

献花する参列者

会長らがおとべ荘を訪問


